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　私はINFORMS Annual Meeting 2014（2014年11
月 7～ 13日、サンフランシスコ）に参加し、論文
の発表および視察を行ってきました。INFORMSは
オペレーションズ・リサーチおよびマネジメントサ
イエンスの分野における大規模な学会で、1995 年
にそれら2つの分野の統合として設立されています。
Annual Meeting 2014はヒルトンホテルで行われ、
9～ 12 日の 4日間、朝 9時頃から夕方 5時頃まで
20～ 30のホールを用いてプログラムは同時進行さ
れました。また、ロビーを見渡すと多種多様な国籍
の方々が談笑されており、初めて海外の学会に参加
した私は改めてそのスケールの大きさに驚かされま
した。私の発表は11日の午前中だったので、それ
までの期間は発表内容の最終確認等で追い込まれて
いました。本番は20分程度の時間で30枚のスライ
ドを発表し、前日までの苦労の甲斐あって大きな失
敗をすることなく終えることができました。様々な
新しい体験をしたこの機会でしたが、最も強く痛感

したことは自身の英語力の低さです。単にスピーチ
の内容を覚えて話すだけの私に対し、他の方々はア
ドリブで、かつ身振り手振りを交えて魅力的な発表
をされており、大きな力の差を感じました。リスニ
ングの方も、内容を断片的にしか聞き取ることがで
きませんでした。そのような悔しさから、現在は今
まで以上に英語の勉強に力を入れています。近い将
来にグローバルな舞台で仕事をする機会が得られた
ときに、今回の発表よりも成長している自分を実感
していたいと強く感じます。この自身の意識の変革
こそが、今回の最も大きな収穫でした。
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